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地域を支える見守り活動と生活支援

寸劇

　６月 28日に行われた「いこいの
里福祉大学」で、岡垣ふれあい文化
塾『さんりん舎』などの協力により、
お互いさま命のネットワーク活動の
紹介を寸劇で行いました。
　中でも、民間事業所などによる見
守り活動の紹介は、約 150 人の参
加者の共感を得、会場は笑顔でいっ
ぱいになりました。

【写真】　①セブン -イレブン岡垣野間店
　　　　②折尾警察署　③やっぱぁ～岡垣

（関連記事は３面）

見守り活動と生活支援
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③



▼
会
　
長

信
頼
さ
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

こ
の
度
、
理
事
会
に
お
い
て
理
事
の

皆
さ
ま
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
再
び
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
民
間
団
体
と

し
て
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
と
協
働

し
、「
岡
垣
町
民
で
つ
く
る
福
祉
の
ま

ち
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
の
小
八
重
勝

利
氏
を
は
じ
め
、
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
副
会
長

　

藤
原　

一
子
（
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
）

▼
常
務
理
事

　

井
上　

英
治（
学
識
経
験
者
）

▼
理
　
事

　

橋
村　
　

魁（
区
長
会
）

　

田
代　

榮
一
（
商
工
会
）

　

花
田　

利
生（
福
祉
施
設
）

　

佐
々
木
征
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

　

来
田　
　

理（
行
政
機
関
）

　

馬
場　

恒
夫（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

佐
々
木
敏
幸（
教
育
委
員
会
）

▼
監
　
事

　

岩
藤　

昭
良

　

倉
地　

和
敏

▼
評
議
員（
23
人
）5
月
21
日
現
在

　

占
部　

延
幸（
区
長
会
）

社
会
福
祉
協
議
会
　
新
体
制
決
定

〜
岡
垣
町
民
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜 

小八重勝利
（学識経験者）

　

松
下　

惠
一（
区
長
会
）

　

佐
藤　

三
郎（
商
工
会
）

　

吉
田　

春
枝（
婦
人
会
）

　

刀
根
賢
一
郎（
漁
業
団
体
）

　

松
田　

文
子（
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
）

　

平
竹　

裕
司（
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
）

　

田
邊　
　

洋（
福
祉
施
設
）

　

刀
根　

秀
視（
保
健
医
療
関
係
者
）

　

行
山　

國
雄（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

　

久
野　

建
明（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

　

石
田　

栄
子（
行
政
機
関
）

　

麻
生　

洋
海（
人
権
擁
護
委
員
）

　

陰
山　
　

博（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

横
山　

貴
子（
母
子
会
）

　

上
田　

一
勇（
身
障
会
）

　

麻
生　

勝
義（
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
）

　

初
田　

信
雄（
精
神
障
害
者
の
会
）

　

小
野　

元
次（
議
会
）

　

吉
田　

和
彦
（
教
育
委
員
会
）

　

髙
崎　

俊
一（
学
校
）

　

和
田　
　

久（
学
識
経
験
者
）

　

波
田　

幸
正（
学
識
経
験
者
）

理
事
・
監
事
任
期
　
平
成
26
年
6
月
1
日
〜
平
成
28
年
5
月
31
日

評
議
員
任
期
　
平
成
26
年
5
月
21
日
〜
平
成
28
年
5
月
20
日

 

※
（
　
）
内
は
選
出
団
体
等
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お互いさま命のネットワーク委員会
（調査・研究機関）

お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

活
動
し
や
す
い
自
治
区
を
め
ざ
し
て

重
層
的
な
取
り
組
み

　

今
年
の
４
月
か
ら
民
間
事
業
所

な
ど
の
協
力
に
よ
る
重
層
的
な
見

守
り
活
動
と
自
治
区
が
活
動
し
や

す
い
体
制
を
め
ざ
し
て
「
小
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
か
ら

「
お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
」
へ
名
称
も
変
更
し
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
か
ら
自
治
区
を
圏
域
と
し

て
見
守
り
や
支
え
合
い
の
活
動
を
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
取
り
組
み
開
始
か

ら
20
年
が
経
過
し
、
地
域
の
状
況
も
大

き
く
変
容
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
近
隣
関

係
の
希
薄
化
に
よ
る
「
孤
立
死
」
の
発

生
や
認
知
症
高
齢
者
に
よ
る
行
方
不
明

者
の
増
加
な
ど
、
単
独
の
自
治
区
の
助

け
合
い
や
支
え
合
い
だ
け
で
は
、
解
決

が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
自
治
区
の
見
守
り
活

動
を
重
層
的
な
活
動
に
す
る
た
め
、
民

間
事
業
所
な
ど
と
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

自
治
区
長
会
や
民
児
協
、
民
間
事
業

所
な
ど
の
代
表
者
総
勢
10
人
の
委
員
で

組
織
す
る
「
お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。こ

の
委
員
会
は
合
議
体
と
し
て
の
組
織
化

を
図
り
、
自
治
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
期
ま
で
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」
と

い
う
住
民
の
思
い
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
見
守
り
活
動
と
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
駆
使
し
、
自
宅
で
利

用
し
や
す
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

見守り協力機関
（民間事業所）

公共機関など

活
動
し
や
す
い
自
治
区
へ

お互いさま命のネットワーク活動
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■ふれあいサロン活動
■孤独死・孤立死を出さない
　見守り活動
■自主防災活動
■災害時要援護者
　避難支援活動　など

自治区（54区）



事業報告・決算報告

社会福祉協議会事業へのご協力、ありがとうございました。

平成25年度

ひとづくり
福祉教育の充実
◆福祉体験講座（４回） …………145人（延）
◆認知症サポーター養成講座（９地区・２団体）
　 ……………………………………265人（延）
◆家庭介護教室～ケアメン集合～（５講座）
　…………………………………… 56人（延）

地域人材の育成
◆いこいの里福祉大学（全10講座）
　………………………………… 1,189人（延）

ボランティア活動の推進
◆運転ボランティア養成講座（３講座）
　……………………………………111人（延）

地域づくり
セーフティネットの推進・支援
◆小地域福祉ネットワーク推進事業 ……50地区
◆見守りマップ（理論編・実践編） … 275人（延）

ふれあい交流活動の促進・支援
◆ふれあいサロン助成事業……………40地区
◆ひとり暮らし高齢者のつどい……… 271人

環境づくり
総合的な福祉相談支援体制の整備
◆心配ごと相談（開催日数：12日） …… ６件
◆法律相談（開催日数：18日） ……… 102 件
◆総合福祉相談窓口の設置（開催日数：24日）
　…………………………………………… ４件

在宅福祉サービスの充実
◆介護保険等事業…………… 3,125 人（延）
◆送迎サービス事業…………… 375 人（延）
◆福祉機器貸与事業…………… 174 台（延）
◆配食サービス事業（実施日数：253 日）
　……………………………… 29,220 食（延）

広報・啓発活動の充実
◆社協だより発行（７回発行）
　……………………………… 95,790 部（延）

支援体制づくり
信頼される社会福祉協議会づくり
◆岡垣町民でつくる福祉のまちづくり計画の策定
　………………………………………… 300部
◆いこいの里受託管理運営 …107,314人（延）

〜 

岡
垣
町
民
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

〜

平成 25年度事業及び決算について、ご報告いたします。

■臨海荘　　　　　　■屋内多目的施設
■売店　　　　　　　■前年度繰越金
■岡垣パーキング

■臨海荘　　　　　　■岡垣パーキング
■売店　　　　　　　■屋内多目的施設

■寄附金収入
■共同募金配分金収入
■補助金収入
■受託金収入
■介護保険等事業収入
■その他の収入

【支出の部】
合計　197,438,848円

■受託事業
■介護保険等事業
■共同募金配分金事業
■ボランティアセンター運営事業
■在宅福祉サービス事業
■法人運営事業
■その他の支出

【収入の部】
合計　203,549,897円

一般会計決算（社会福祉事業） 特別会計決算（収益事業）

（単位：円）

33,678,821

93,384,894

58,173,320

10,808,248
3,276,210

4,228,404

【収入の部】 合計 5,558,885円

（単位：円）

2,743,382

747,789

876,170

338,760
852,784

（単位：円）

【支出の部】 合計 4,752,067円

309,268
710,551

1,009,684

2,722,564

（単位：円）

93,383,894

48,257,345

4,228,404

5,136,701
1,552,294

4,822,922

次年度繰越金　6,111,049円   次年度繰越金　806,818円   

40,057,288
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医
療
と
介
護
の
改
革

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
作
成
し
、
日

常
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
が
最
大
の

業
務
で
あ
り
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
玄
関
口
に
な
り
ま
す
。

　

社
協
に
は
、
現
在
３
名
の
ケ
ア
マ

ネ
が
在
籍
し
、
毎
月
の
利
用
者
訪
問
、

家
族
や
事
業
所
と
の
や
り
と
り
の
中

で
、
ケ
ア
マ
ネ
の
涙
や
笑
い
を
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。「
ヘ
ル

パ
ー
の
つ
ぶ
や
き
」に
続
き
、
今
回
か

ら
、
介
護
支
援
専
門
員（
通
称
ケ
ア

マ
ネ
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
は
介
護
保
険
法
に
規
定

さ
れ
、
高
齢
者
な
ど
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
事
業
所
と
連
携
し
ま
す
。
居

ケ
ア
マ
ネ
の

つ
ぶ
や
き

いこいの里ホームヘル
パ

ー

ス
テ

ー

シ
ョ
ン

お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

輝
き
続
け
る
あ
な
た
を
応
援
‼

☎281-2011

　

重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け

る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確

保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
医
療

介
護
総
合
確
保
推
進
法
）
が
、
本

年
６
月
18
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

　

同
法
に
よ
る
今
回
の
介
護
保
険

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
軽
度
の
要

支
援
１
・
２
の
高
齢
者
向
け
の
訪

問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
は
市
町
村
が
取
り
組
む
地
域

支
援
事
業
に
移
行
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所
者
は
原

則
、
中
重
度
で
あ
る
要
介
護
３
〜

５
の
方
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

現
在
入
所
し
て
い
る
要
介
護
１
・
２
の

方
に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
以
外
で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
場
合
に
は
特
例
と
し
て
入
所
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
要
介
護
１
〜

５
の
方
が
申
し
こ
む
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
が
難
し
い
中

重
度
の
方
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
今
後

ま
す
ま
す
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を

拡
充
し
、

保
険
料
上

昇
を
で
き

る
限
り
お

さ
え
る
た

め
に
、
所

得
や
資
産
の
あ
る
人
の
利
用
者
負
担
を

見
直
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
単

身
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
の
年
金
収

入
が
あ
る
利
用
者
の
自
己
負
担
が
、
１

割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

全
員
の
負
担
が
２
割
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
施
設
を
利
用

し
て
い
る
低
所
得
の
方
の
食
費
な
ど
の

補
助
が
縮
小
さ
れ
る
と
い
っ
た
改
正
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
医
療
に
関
す
る

改
正
な
ど
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

い
こ
い
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
医
療
と
介
護
の
連

携
に
つ
い
て
事
業
所
と
し
て
の
役
割
を

整
理
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
及
び
充
実
に
向
け
て
、
次
号
よ
り

詳
し
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　
８
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

22
日
（
金
）

　
　
　
　

９
月
12
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※ 

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
目
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　
８
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　

９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　
８
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

26
日
（
火
）

　
　
　
　

９
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

16
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

町
内
在
住
の
障
が
い
者
と
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的

に
「
納
涼
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

盆
踊
り
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
バ

ザ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

と
　
き　
８
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
か
ら

と
こ
ろ　

屋
内
多
目
的
施
設
す
ぱ
ー
く

　
　
　
　

岡
垣
（
い
こ
い
の
里
）

対
象
者　

町
内
在
住
の
障
が
い
者
と
福

　
　
　
　

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
家
族

申
込
み　

 

障
が
い
者
団
体
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、８
月
９
日（
土
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
５
・
６
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
大
庭
ヌ
イ
子　

様
（
三
吉
団
地
）

　

故　

大
庭　

正
任　

様 

78
歳

○
松
井　

治
美　

様
（
手
野
）

　

故　

松
井　
　

義　

様 

85
歳

○
上
部
テ
ル
ヨ　

様
（
糠
塚
）

　

故　

上
部　
　

廣　

様 

87
歳

○
田
中　

一
雄　

様
（
野
間
二
）

　

故　

田
中　

絹
代　

様 

80
歳

○
前
田　

節
子　

様
（
海
老
津
）

　

故　

前
田　

征
哉　

様 

76
歳

○
林
山　
　

忍　

様
（
高
岡
市
）

　

故　

林
山　

靜
雄　

様 

92
歳

○
原
田　

勝
年　

様
（
旭
中
）

　

故　

原
田
ミ
ヤ
子　

様 

70
歳

○
外
村　

哲
也　

様
（
高
倉
）

　

故　

外
村　

次
子　

様 

98
歳

○
大
庭　

壽
子　

様
（
南
山
田
）

　

故　

大
庭
ミ
サ
エ　

様 

96
歳

○
小
西　
　

勲　

様
（
高
倉
）

　

故　

小
西　

京
子　

様 

72
歳

○
鐘
ヶ
江
和
美　

様
（
百
合
ヶ
丘
）

　

故　

鐘
ヶ
江
辰
江　

様 

98
歳

○
宮
司
ス
マ
子　

様
（
波
津
）

　

故　

宮
司　
　

要　

様 

81
歳

○
筒
井　

輝
世　

様
（
緑
ヶ
丘
）

　

故　

筒
井　

任
輔　

様 

70
歳

○
吉
田　

正
子　

様
（
内
浦
）

　

故　

吉
田　

眞
宰　

様 

82
歳

○
吉
松　

成
子　

様
（
手
野
）

　

故　

太
田
ミ
ス
ヱ　

様 

85
歳

○
藤
岡　

照
子　

様
（
三
吉
）

　

故　

藤
岡
ト
ミ
ヨ　

様 

93
歳

老
人
ク
ラ
ブ
へ　

○
木
藤　

博
昭　

様　

一
般
寄
附

○
永
渕
ア
ツ
子　

様

○ 

岡
垣
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行

委
員
会　

様

香
典
返
し
寄
附

相
　
　
談

障
が
い
者
と
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業（
納
涼
夏
ま
つ
り
）

男性料理教室
「むずかしい」が

「たのしい」に変わります！
初心者でも経験者でも役に立つ、

料理のコツを伝えます。

と　き　10 月 1 日・8日・15 日
　　　　※すべて水曜日、10 時～ 13 時

ところ　いこいの里 調理研修室

対象者　町内在住の 60 歳以上の男性

内　容　基本的な調理実習

参加費　300 円／回

持参する物　エプロン

定　員　20 名

締切り　9月 24 日（水）まで

※定員を超えて応募があった場合は、
　初参加の方を優先します。

問い合わせ
社会福祉協議会
☎283-2940
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編
集
委
員
の
加
藤
が
、
調
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
に
伺
い
ま
し
た
。

髙
村　

私
が
誰
か
分
か
り
ま
す
か
？

加
藤　

え
っ
?!

髙
村　

髙
村
で
す
。
私
達
は
、
顔
が
見

え
な
く
な
る
く
ら
い
帽
子
や
マ
ス
ク
な

ど
を
し
て
、
衛
生
面
に
は
十
分
な
注
意

を
し
て
い
ま
す
。

加
藤　

調
理
器
具
を
鍋
で
煮
沸
殺
菌
し

て
い
る
様
子
に
は
驚
き
ま
し
た
よ
。

髙
村　

美
味
し
く
安
全
に
召
し
上
が
っ

て
ほ
し
い
の
で
、
火
傷
に
注
意
し
な
が

ら
し
っ
か
り
消
毒
し
ま
す
。
火
を
通
す

食
材
は
、
温
度
管
理
し
て
調
理
し
て
い

ま
す
。
と
に
か
く
安
全
が
一
番
で
す
！

加
藤
　
こ
の
部
屋
で
、
た
く
さ
ん
の
お

弁
当
が
作
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

髙
村　

み
ん
な
で
協
力
し
て
１
０
０
食

を
超
え
る
お
弁
当
を
作
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
楽
し
く
、
愛
情
を
込
め
て
お
弁
当

を
作
り
ま
し
ょ
う
！

松
尾　

初
め
は
、
会
長
が
務
ま
る
か
不

安
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
に
支
え
て
も

ら
っ
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。
今
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
佐
々

木
さ
ん
、
あ
と
は
頼
ん
だ
よ
！

佐
々
木　

松
尾
さ
ん
、
約
２
年
間
お
疲

れ
様
で
し
た
。
私
も
、
少
し
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
、
私
ら
し
く
頑
張
り

ま
す
。
さ
ぁ
、
走
り
ま
す
よ
！

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

ボ
ラ
協
新
会
長
決
定 

佐
々
木
征
子 

氏

ボ ラ 協 の 仲
間 紹 介

調理ボランティアの会

活 動 日：毎週火・金曜日
活動場所：いこいの里調理研修室
活動内容：配食サービスのお弁当
　　　　　づくり（全て手作り！）
団体人数：64人

編集委員の加藤です。
今号から、「やってみようよ！
ボランティア」とタイトルを変え、
新しく窓のイラストを取り入れました。

「窓を開けて、情報を発信する！」
そして

「窓を開けて、仲間を集めたい！」

そんな思いを込めて
ボラ協だよりを届けます。

松尾会長から

佐々木新会長へ

 バトンタッチ！
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※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより

次号は、「ふれあいの会」と「やまびこの会」を紹介します。

１２８　号



今後も利用
しやすい施

設をめざし
ます！

町 内 者 15歳以上 300円
  ３ 歳以上 150円
町 外 者 15歳以上 500円
  ３ 歳以上 250円
カラオケ  １ 曲 50円

入浴施設料金

編
集
後
記

　

今
年
は
例
年
に
な
く
、
７
月
に
大

き
な
台
風
が
上
陸
し
、
各
地
で
猛
威

を
振
る
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
内
各
自
治
区
で
の
見
守

り
活
動
や
支
え
合
い
の
必
要
性
を
、

寸
劇
を
通
し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

笑
い
の
洪
水
と
ま
で
は
…
…
。

　

今
後
、
自
然
災
害
な
ど
に
負
け
ず
、

お
互
い
さ
ま
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
が
猛
威
を
振
る
う
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

 

（
上
西
）

　８月26日（火）桃の葉湯
　９月26日（金）りんどうの湯

いこいの里入浴施設いこいの里入浴施設

26毎月26日は

風呂の日
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発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎　

０
９
３
―
２
８
３
―
２
９
４
０

岡
垣
町
大
字
高
倉
５
９
８
―
１

ち び っ こ 集 合

と　き　7月 31 日､ 8 月 7 ･ 21 ･ 28 日
　　　　※すべて木曜日、10時～15時
ところ　いこいの里 おもちゃ図書館
対象者　小学生　　参加費　無料
内　容　小物づくり（手提げバッグなど）
持参する物　必要な材料を各自持参
連絡先　
おもちゃ図書館ボランティア「たんぽぽの会」
　　　　☎２８３－２９４０

26毎月26日は26毎月26日は2626


